
 
 

 

■概要■ 

総合住宅展示場の会場全体を災害拠点とする。 

そのための規程や設備・備品を整備して災害発生時は地域に開放する。 

 

総合住宅展示場では、地震大国日本における耐震性の高さや災害時の強さを売りに各社出展しており、 

最近では、太陽光パネルや蓄電池を実際に搭載している展示場も増えている。 

耐震性が高くて太陽光や蓄電池を搭載した建物、ゆとりのある敷地など、 

一般街区よりも高い品質の家が揃うこの場所で、地域住民の方々へ安心・安全を提供する。 

 

また、日常的には防災意識を高めるためのイベントを実施して近隣住民を呼び込み、 

家づくり時以外でも総合住宅展示場へ足を運んでいただくことで身近な災害拠点として認知してもらう。 

そして災害について住民とともに学び、非常時に地域に貢献できる場を提供する。 

上記目的を達成するために研究会を発足させ、運用方法の基本プランを構築する。 
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